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【呉羽山断層帯と魚津断層帯の連動の検討結果（位置図，連動評価フロー）】

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.19 呉羽山断層帯と魚津断層帯の連動の検討結果 第1328回審査会合 資料1-1
P.623 一部修正

文科省ほか（2015）による震源断層モデルの上端位置（破線は伏在している断層の上端）

国交省ほか（2014）による津波断層モデルの位置（破線は断層トレース）

地震調査委員会（2007d）による逆断層
今泉ほか（2018）による活断層（破線は推定活断層）
今泉ほか（2003），東郷ほか（2003）による活断層

文献による断層（陸域）

凡 例

［魚津断層帯］

［呉羽山断層帯］
文献による断層（陸域）

文献による断層（海域） （富山大学・地域地盤環境研究所（2011）に基づく）

断層位置
推定区間

傾斜方向

位置図

断層端点

赤矢印：呉羽山断層帯と魚津断層帯の
連動の検討の流れ

地震調査委員会(2008)による逆断層

堤ほか（2002)による活断層

宮内ほか（2025）による活断層

宮内ほか（2025）による活断層
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4. 敷地周辺の断層の評価（まとめ）



○敷地周辺において，震源として考慮する活断層を下図及び右表に示す。
○周辺陸域，周辺海域において文献調査等により抽出した全ての断層等の評価概要を次頁以降に示す。

4. 敷地周辺の断層の評価（まとめ）

※1：断層長さは，原則として端点と端点を結んだ距離で示している（富山湾西側海域断層は折れ点を考慮した距離）。
※2：連動を考慮した長さ及び断層の傾斜角は，調査結果に基づくものである。地震動評価及び津波評価においては，調査結果の不確実性を考慮して長さ・傾斜角

を別途設定する。
※3：括弧内の長さは，連動を考慮する断層の長さを足し合わせた値を記載している。また，さらなる連動を考慮する場合は，既に連動を考慮した長さに，追加で考慮

する断層の長さを足し合わせた値を記載している（例えば，海士岬-笹波(東部)-能登北岸-NT2・NT3断層帯は，既に連動を考慮した海士岬-笹波（東部）断層帯
の長さ（37km）に，追加で考慮する能登半島北部沿岸域断層帯の長さ（96km）とNT2・NT3の長さ（64km）を足し合わせた値（197km）を記載）。

※4：能都-滝ノ坊断層帯の滝ノ坊断層は，今泉ほか（2018）を図読し断層長さを5.6km，砺波平野（西部）-高岡断層帯の高岡断層は，後藤ほか（2015）を図読し断層
長さを15kmとして，それぞれ足し合わせた値を記載している。
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(7)
(19)

(23)
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(9-2)
志賀原子力
発電所

(34)
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(37-2)

(36)

(11）

(37-1)

(37-4)

(37-3)

(16)

(8)

(21-1)

(21-2)

(21-3)

敷地周辺の断層の分布（震源として考慮する活断層を表示）

(30)

㋐

㋔

㋑

㋒

㋓

㋕ ㋖

政府機関が断層の同時活動の可能性を考慮した組合せ（７ケース）赤色 ・・・・

凡 例

当社が後期更新世以降の活動が否定できないと評価した断層

橙色 ・・・・ 連動を考慮する断層の組合せ（18ケース）

傾斜方向

⑮

①

②

③

④

⑤

⑯

⑰

⑭

⑫

⑱
⑬

⑪

⑥
⑦
⑧

⑨

⑩

断層名
断層長さ

※1 傾斜※2

政府機関に
よる評価を反映

７ケース

連動評価※2 ※3

18ケース

敷
地
近
傍

ふくうら

(1) 福浦断層 3.2 km 70°W － －
かぶといわおき

(2) 兜岩沖断層 4.0 km E － －
ごばんじまおき

(3) 碁盤島沖断層 4.9 km NW － －

敷

地

周

辺

と ぎ が わ な ん が ん

(4）富来川南岸断層 9.0 km 60°SE － －
さかみ

(5) 酒見断層 11.0 km W － －
びじょうさん

(6) 眉丈山第２断層 23.0 km 60°NW － ⑮眉丈山第２-能登島半の浦断層帯
39 km（34.6km）

の と じ ま は ん う ら

(7) 能登島半の浦断層帯 11.6 km 60°W －
あまみさきおき

(8) 海士岬沖断層帯 22.7 km 60°SE － ①海士岬-笹波(東部)断層帯

37 km（43.3km）

②海士岬-笹波(東部)-能登北岸断層帯

124 km（133km）

③笹波(全長)-能登北岸断層帯

133 km（141.5km）

④海士岬-笹波(東部)-能登北岸-NT2・NT3断層帯

169 km（197km）

⑤笹波(全長)-能登北岸-NT2・NT3断層帯

178 km（205.5km）

⑥羽咋西-笹波(全長)-能登北岸-NT2・NT3断層帯

187 km（228.5km）

⑦羽咋東-笹波(全長)-能登北岸-NT2・NT3断層帯

190 km（239.1km）

⑧羽咋東-海士岬-笹波(東部)-能登北岸-NT2・NT3断層帯

190 km（230.6km）

⑨羽咋西-海士岬-笹波(東部)-能登北岸-NT2・NT3断層帯

187 km（220km）

⑩KZ3・KZ4-笹波(全長)-能登北岸-NT2・NT3断層帯

226km(252.5km)

ささなみおき

(9-1) 笹波沖断層帯（東部） 20.6 km
60°SE

㋐ 笹波沖断層帯（全長）
45.5 km(9-2) 笹波沖断層帯（西部） 25.3 km

さるやまおき

(10-1) 猿山沖セグメント 28 km

40～50°SE
㋓ 能登半島北部沿岸域

断層帯
96 km 

わじま おき

(10-2) 輪島沖セグメント 28 km
す ず おき

(10-3) 珠洲沖セグメント 26 km
ろっこう

(10-4) 禄剛セグメント 28 km

(11) NT2・NT3 64 km 45～50°NW －

はくいおきにし

(12) 羽咋沖西撓曲 23.0 km 

地下5km以浅
60°W

地下5km以深
45～60°W

－

はくいおきひがし

(13) 羽咋沖東撓曲 33.6 km 60°W －

(14-1) KZ3 17 km 60°NW

㋒ KZ3・KZ4
47 km

(14-2) KZ4 30 km 50～60°SE

と ぎ が わ

(15) 富来川断層 5.6 km W － －
おうちがたなんえん

(16) 邑知潟南縁断層帯 44.3 km 30°SE － ⑯邑知潟南縁-森本・富樫断層帯

74 km（74.3km）
もりもと と が し

(17) 森本・富樫断層帯 30 km 40～60°E －
ま え の せ と う ほ う

(18) 前ノ瀬東方断層帯 35.6 km 60°SE － －
お き の せ

(19) 沖ノ瀬断層 16 km E － －
の と

(20-1) 能都断層帯 20.9 km 44°SE －
⑰能都-滝ノ坊断層帯

30 km（26.5km）※4
と やまわん にしがわ かいいき

(21-1) 富山湾西側海域断層（南部） 22 km
30～50°NW

㋑ 富山湾西側海域断層
84 km 

⑫砺波平野（西部）-高岡-富山湾西側海域断層帯

127 km（125km）

⑭砺波平野（西部）-高岡断層帯

37 km（41km）※4

(21-2) 富山湾西側海域断層（北部） 7.0 km
(21-3) TB3 24 km

と な み へ い や

(22-1) 砺波平野断層帯（西部） 26 km 45～50°NW －
さるやまみさきほっぽうおき

(23) 猿山岬北方沖断層 41 km 45～65°SE － －
と な み へ い や

(24) 砺波平野断層帯（東部） 30 km 30°SE － ⑱砺波平野（東部）-呉羽山断層帯

57 km（65km）
くれはやま

(25) 呉羽山断層帯 35 km 45°NW －

(26) KZ6 26 km 55～60°SE －
⑬KZ6-石川県西方沖断層帯

76 km（91km）
(27-1) FU1 6.7 km

50～60°NW
㋕ 石川県西方沖の断層

65 km
(27-2) FU2 21 km
(27-3) FU3 21 km
(28) KZ5 29 km 60°S － －

うしくび

(29) 牛首断層帯 78 km
高角～ほぼ

垂直
－ －

の と は ん と う ほっぽうおき

(30) 能登半島北方沖断層 31 km 45°SE － －
あ と つ が わ

(31) 跡津川断層帯 69 km ほぼ垂直 － －
うおづ

(32) 魚津断層帯 40 km 30°SE －

⑪魚津-能登半島東方沖断層帯
132 km（130km）

(33-1) TB5 29 km

25～45°SE
㋔ 能登半島東方沖

の断層
90 km

(33-2) TB6 17 km
(33-3) JO1 22 km
(33-4) JO2 28 km
(33-5) JO3 17 km

み ぼ ろ

(34) 御母衣断層 74 km 高角 － －

(35) NT1 67 km 45～50°NW － －
ふ く い へ い や と う え ん

(36) 福井平野東縁断層帯 45 km 
50°E～
ほぼ垂直

－ －
いといがわ しずおかこうぞうせん

(37-1)糸魚川－静岡構造線活断層系(北部) 50 km 30～60°E
㋖ 糸魚川－静岡構造線

活断層系
158 km

－(37-2)糸魚川－静岡構造線活断層系(中北部) 45 km E(高角)
(37-3)糸魚川－静岡構造線活断層系(中南部) 33 km W
(37-4)糸魚川－静岡構造線活断層系(南部) 48 km 30～60°W

震源として考慮する活断層

第1193回審査会合「敷地近傍の断層の評価」で概ね審議済。

第1371回審査会合「敷地周辺（陸域）の断層の評価」において説明（審議中）。

紫字は第1382回審査会合以降に変更した箇所
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4.1 敷地周辺陸域の断層の評価（まとめ）
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【陸域（半径30km範囲） 】
敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層評価

敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層分布図

No. 名称 断層長さ※1
政府機関による評

価を反映
敷地から
の距離※2 走向

傾斜
（度）

ずれの向き 評価

敷
地
近
傍
陸
域

①
ふく うら

福浦断層 3.2km － 1.3km N-S
西傾斜

(70)
西側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

② 断層o 0.27km － 1.2km NE-SW
南東傾斜

(73)
南東側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が認められない。

③

わこうだい みなみ

和光台南の断層 [2km] － 2.9km － － － 対応する断層が認められない。
たか やまとうほう

高ツボリ山東方リニアメント [3.4km] － 2.9km － － － 対応する断層が認められない。
たか やまほくせいほう

高ツボリ山北西方Ⅰリニアメント [0.5km] － 3.7km － － － 対応する断層が認められない。
たか やまほくせいほう

高ツボリ山北西方Ⅱリニアメント [0.8km] － 3.8km － － － 対応する断層が認められない。

④
ながた ふきん

長田付近の断層 [2.5km] － 3.7km － － － 対応する断層が認められない。

敷
地
周
辺
陸
域

⑤
たかはま

高浜断層 [3km] － 7.4km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑥
と ぎ がわ なんがん

富来川南岸断層 9.0km － 10km NE-SW
南東傾斜

(60)
南東側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

⑦
や だ

矢駄リニアメント [6.8km] － 11km － － － 対応する断層が認められない。

⑧
や ち せいほう

谷内西方の断層 [2km] － 12km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑨
さか み

酒見断層 11.0km － 14km N-S 西傾斜 西側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

⑩
たかつめ やませいほう

高爪山西方の断層 [1.5km] － 16km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑪
よこ た ふきん

横田付近の断層 [2.5km] － 13km － － － 対応する断層が認められない。

⑫
にし や ち

西谷内リニアメント [3.3km] － 13km － － － 対応する断層が認められない。

⑬
た じり だきせいほう

田尻滝西方の断層 [2km] － 14km － － － 対応する断層が認められない。

⑭
ふたくちせいほう

二口西方の断層 [1km] － 14km － － － 対応する断層が認められない。

⑮
こし が くち せいほう

越ヶ口西方の断層 [0.5km] － 15km － － － 対応する断層が認められない。

⑯
べっしょ ふきん

別所付近の断層 [1.7km] － 15km － － － 対応する断層が認められない。

⑰
お まき

小牧断層 [1.7km] － 15km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑱
せあらし

瀬嵐断層 [1km] － 15km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑲
か しまだい

鹿島台リニアメント [0.6km] － 15km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑳
びじょうさん

眉丈山第1断層 [9km] － 15km － － － 対応する断層が認められない。

㉑
びじょうさん

眉丈山第2断層 23.0km － 15km NE-SW
北西傾斜

(60)
北西側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

㉒
とく だ ほっぽう

徳田北方の断層 [3.4km] － 20km － － － 対応する断層が認められない。

㉓
と ぎ がわ

富来川断層 5.6km － 19km N-S 西傾斜 西側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

㉔
か しま にし

鹿島西断層 [4.4km] － 20km － － － 対応する断層が認められない。

㉕
みどりがおか

緑ヶ丘リニアメント [5.2km] － 21km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

㉖
そ ぷく

曽福リニアメント [2.9km] － 21km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

㉗
おうちがた なんえん

邑知潟南縁断層帯※3 44.3km － 25km NE-SW
南東傾斜

(30)
南東側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

㉘
にしなか お

西中尾リニアメント [11km] － 23km － － － 対応する断層が認められない。

㉙
しもからかわ

下唐川リニアメント [3.3km] － 23km － － － 対応する断層が認められない。

㉚
お また せいほう

小又西方の断層 [2.5km] － 26km － － － 対応する断層が認められない。

㉛
はら

原断層 [1.5km] － 27km － － － 対応する断層が認められない。

㉜
の と

能都断層帯 20.9km － 36km NE-SW
南東傾斜
（44）

南東側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

※1：[ ]内の長さはリニアメント・変動地形または文献に示された長さ
※2：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出
※3：坪山-八野断層及び内高松付近の断層については，邑知潟南縁断層帯の一部として評価することとした。

4. 敷地周辺の断層の評価（まとめ）

4.1 敷地周辺陸域の断層の評価（まとめ）
：第1193回審査会合「敷地近傍の断層の評価」で概ね審議済。

：第1371回審査会合「敷地周辺（陸域）の断層の評価」で説明（審議中）
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【陸域（半径30km以遠）】

敷地周辺陸域（半径約30km以遠）の断層評価

敷地周辺陸域（半径30km以遠）の断層分布図

30km

※：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

No. 名称 断層長さ
政府機関による評価

を反映
敷地から
の距離※ 走向

傾斜
（度）

ずれの向き 評価

敷
地
周
辺
陸
域

Ⅰ
と なみへいや

砺波平野断層帯（西部） 26km － 49km NE-SW
北西傾斜
(45～50)

北西側隆起の逆断層
後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅱ
もりもと と がし

森本・富樫断層帯 30km － 55km N-S
東傾斜

(40～60)
東側隆起の逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅲ
と なみへいや

砺波平野断層帯（東部） 30km － 57km NE-SW
南東傾斜
（30）

南東側隆起の逆断層
後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅳ
くれ はやま

呉羽山断層帯 35km － 60km NE-SW
北西傾斜

(45)
北西側隆起の逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅴ
うしくび

牛首断層帯 78km － 80km NE-SW
高角～
ほぼ垂直

右横ずれ断層
（北東部では南東側隆起成分，南
西部では北西側隆起成分を伴う）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅵ
あとつがわ

跡津川断層帯 69km － 85km NE-SW ほぼ垂直 右横ずれ断層
（北西側隆起成分を伴う）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅶ
み ぼ ろ

御母衣断層 74km － 94km N-S 高角

左横ずれ断層
（加須良断層では東側隆起成分，
白川断層，三尾河断層では西側

隆起成分を伴う）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅷ
ふく い へいや

福井平野東縁断層帯 45km － 100km N-S

東傾斜
(50)
～ほぼ
垂直

左横ずれ，かつ
東側隆起の逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅸ
いと い がわ しずおか

糸魚川－静岡構造線活断層
系（北部）

50km

糸魚川－
静岡構造線
活断層系
158 km

165km

N-S
東傾斜

(30～60)
東側隆起の逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅹ
いと い がわ しずおか

糸魚川－静岡構造線活断層
系（中北部）

45km N-S
東傾斜
（高角)

左横ずれ断層
（諏訪盆地南西縁では東側低下

の正断層成分を含む）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⅩI
いと い がわ しずおか

糸魚川－静岡構造線活断層
系（中南部）

33km NW-SE 西傾斜
左横ずれ断層

（諏訪盆地北東縁では西側低下
の正断層成分を含む）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⅩII
いと い がわ しずおか

糸魚川－静岡構造線活断層
系（南部）

48km N-S
西傾斜

(30～60)

西側隆起の逆断層
（鳳凰山断層は左横ずれ成分を

含む）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

4. 敷地周辺の断層の評価（まとめ）

4.1 敷地周辺陸域の断層の評価（まとめ）

：第1371回審査会合「敷地周辺（陸域）の断層の評価」で説明（審議中）



4.2 敷地周辺海域の断層の評価（まとめ）
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【海域（半径30km範囲） 】

敷地周辺海域（半径30km範囲）の断層分布図

No. 名称
個別断層の評価
断層長さ※1

政府機関による評価を
反映

敷地からの距離※2 走向
傾斜
（度）

ずれの向き 評価

敷
地
近
傍
海
域

Ⓐ
かぶといわおき

兜岩沖断層 4.0km － 4.0km N-S 東傾斜
東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓑ
ご ばん じま おき

碁盤島沖断層 4.9km － 5.5km NE-SW 北西傾斜
北西側隆起の

逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

敷
地
前
面
調
査
海
域

Ⓒ
あ ま みさきおき

海士岬沖断層帯 22.7km － 17km NE-SW
南東傾斜
（60）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓓ
ささ なみおき

笹波沖断層帯（東部） 20.6km

笹波沖断層帯（全長）
45.5 km

17km NE-SW
南東傾斜
（60）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓔ
ささ なみおき

笹波沖断層帯（西部） 25.3km

Ⓕ
は くい おきひがし

羽咋沖東撓曲 33.6km － 20km N-S
西傾斜
（60）

西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓖ
の と じまはん うら

能登島半の浦断層帯 11.6km － 21km N-S
西傾斜
（60）

西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓗ
む せき

無関断層 [0.5km] － 21km - - -
後期更新世以降の活動
は認められない。

Ⓘ
しま べっしょ きた

島別所北リニアメント [2.2km] － 24km - - -
後期更新世以降の活動
は認められない。

Ⓙ
なな お

七尾湾調査海域の断層
（N-1断層，N-2断層，N-8断層）

2.0～4.5km － 24km～26km - - -
後期更新世以降の活動
は認められない。

Ⓚ 徳山ほか（2001）の断層 [26km] － 21km - - -
第四系に対応する断層
は認められない。

Ⓛ 鈴木（1979）の断層 [13km] － 22km - - -
第四系に対応する断層
は認められない。

Ⓜ
はくい おきにし

羽咋沖西撓曲 23.0km － 24km N-S

西傾斜

（地下5km以浅
60

地下5km以深

45～60）

西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓝ 田中（1979）の断層 [16km] － 25km - - -
第四系に対応する断層
は認められない。

Ⓞ
まえ の せ とうほう

前ノ瀬東方断層帯 35.6km － 25km NE-SW
南東傾斜
（60）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

敷地周辺海域（半径30km範囲）の断層評価

※1：[ ]内の長さはリニアメント・変動地形または文献に示された長さ
※2：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

4. 敷地周辺の断層の評価（まとめ）

4.2 敷地周辺海域の断層の評価（まとめ）

第1193回審査会合「敷地近傍の断層の評価」で概ね審議済。



【海域（半径30km以遠）】

※1：[ ]内の長さは文献に示された長さ
※2：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出
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敷地周辺海域（半径30km以遠）の断層分布図

敷地周辺海域（半径約30km以遠）の断層評価

No. 名称 長さ※1
政府機関による評価

を反映
敷地から
の距離※2 走向 傾斜（度） ずれの向き 評価

敷
地
周
辺
海
域

ⓐ FU2（鈴木(1979)で示された断層） [60km] － 32km - - -
第四系に対応する断層は認
められない。

ⓑ

お き の せ

沖ノ瀬断層（地震調査委員会（2024a）で
示された断層）

16km － 35km N-S 東傾斜 逆断層
後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓒ
さるやまみさきいせい

猿山岬以西の断層 [24km] － 36km - - -
後期更新世以降の活動が
認められない。

ⓓ
さるやまみさきほっぽうおき

猿山岬北方沖断層 41km － 51km NE-SW
南東傾斜
（45～65）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない

ⓔ KZ3（文科省ほか（2015）で示された断層） 17km
KZ3・KZ4
47km

51km
NE-SW

北西傾斜
（60）

北西側隆起の
逆断層 後期更新世以降の活動が

否定できない。
ⓕ KZ4（文科省ほか（2015）で示された断層） 30km NE-SW

南東傾斜
（50～60）

南東側隆起の
逆断層

ⓖ
とやまわんにしがわかいいき

富山湾西側海域断層（南部） 22km
富山湾西側海域断層

84 km
53km NE-SW

北西傾斜
（30～50）

北西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。ⓗ

とやまわんにしがわかいいき

富山湾西側海域断層（北部） 7.0km

ⓘ TB3 [24km]

ⓙ FU1（鈴木(1979)で示された断層） [63km] － 61km - - -
後期更新世以降の活動が
認められない。

ⓚ
うおづ

魚津断層帯 40km － 63km NE-SW
南東傾斜
（30）

南東側隆起の逆断層
後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓛ
さるやまおき

猿山沖セグメント 28km

能登半島北部沿岸域
断層帯
96 km

65km NE-SW
南東傾斜
（40～50）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓜ
わじまおき

輪島沖セグメント 28km

ⓝ
すずおき

珠洲沖セグメント 26km

ⓞ
ろっこう

禄剛セグメント 28km

ⓟ KZ6（文科省ほか（2015）で示された断層） 26km － 76km NE-SW
南東傾斜
（55～60）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓠ KZ5（文科省ほか（2015）で示された断層） 29km － 80km E-W
南傾斜
（60）

南側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓡ

の と は ん と う ほっぽうおき

能登半島北方沖断層（地震調査委員会
（2024a）で示された断層）

31km － 82km NE-SW
南東傾斜
（45）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない

ⓢ NT1（文科省ほか（2015）で示された断層） 67km － 99km NE-SW
北西傾斜
（45～50）

北西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓣ TB5（文科省ほか（2015）で示された断層） 29km

能登半島東方沖の
断層
90 km

106km NE-SW
南東傾斜
（25～45）

北西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓤ TB6（文科省ほか（2015）で示された断層） 17km

ⓥ JO1（文科省ほか（2015）で示された断層） 22km

ⓦ JO2（文科省ほか（2015）で示された断層） 28km

ⓧ JO3（文科省ほか（2015）で示された断層） 17km

ⓨ FU1（文科省ほか（2016）で示された断層） 6.7km
石川県西方沖の断層

65 km
106km NE-SW

北西傾斜
（50～60）

北西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓩ FU2（文科省ほか（2016）で示された断層） 21km

ab FU3（文科省ほか（2016）で示された断層） 21km

ac NT2・NT3 64km － 126km NE-SW
北西傾斜
（45～50）

北西側隆起の逆断層
後期更新世以降の活動が
否定できない。

4. 敷地周辺の断層の評価（まとめ）

4.2 敷地周辺海域の断層の評価（まとめ）

ⓒ

ⓔ

ⓗ

ⓚ

ⓛ

ⓞ

ⓜ

ⓙ

ⓑ

ⓓ

ⓖ

ⓝ

ⓠ

ⓡ

ⓢ

ⓤ

ⓣ

ⓥ

ⓦ

ⓧ

ⓨ

ⓩ

ac

ⓟ

志賀原子力発電所

ab
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